
-

改革改善
の考え方

①問題
点

施設設備の老朽化。

②改革
提案

緊急性のあるものから修繕を行った。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

施設設置の主旨に則り、ホーム登録者・勤労者を優先しながら、利用者がより利用し易い体制づくりを図る。

総事業費①+② 6,597 8,262 8,211 5,419

0

臨時職員所要時間

一般財源 5,137 6,676 6,791 3,833

人件費計（千円）② 0 0

正規職員所要時間

起債

その他 1,460 1,586 1,420 1,586

県支出金

事業費計（千円）① 6,597 8,262 8,211 5,419 (そ)勤労青少年ホーム使用料　155千円
(そ)勤労者体育館使用料　934千円
(そ)諸収入　331千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　青少年ホーム及び勤労者体育館の利用状況

２　施設管理業務委託
　　清掃・当直業務、建物セキュリティ業務、電気管理保安業務ほか
３　施設・設備の改修・修繕

１　青少年ホーム利用者数
　　勤労者体育館利用者数
２　業務委託契約数

３　修繕箇所数

１　7,104人
　　36,007人
２　9業務

３　8件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・勤労青少年ホーム、勤労者体育館の日常的な、貸与、維持・管理、設備等の保守点検・修繕等の業務。

成果
指標

第一・第二体育館利用者数（人） 45000 36007 45000 65000

成果
指標

勤労青少年ホーム利用者数（人） 6500 7104 6500 9500

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

敷地面積（㎡） 3880向上させたい上位施
策の成果指標

家族や職場以外で交流がある市民の割合

施設数（勤労青少年ﾎｰﾑ，第一・第
二体育館）（施設）

3

意図（どういう状態
にするか）

維持管理により、安全安心で快適な施設利用を提供す
る。

目
的

対象（誰・何を） 勤労青少年ホーム、勤労者体育館（第１，２体育館）

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 28 学習交流活動の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 公民館 H27係等名 管理係 H26係等名 管理係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S53 終了
事務事業名 勤労青少年ホーム維持管理事業

会計 一般会計
48 18

事業種別 経常

2 施策№ 28 事業№


